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五
月
二
八
日
栃
木
県
労
働
者

福
祉
協
議
会
第
五
一
回
定
期
総

会
が
栃
木
県
労
働
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
七
階
会
議
室
に
お
い
て
代

議
員
七
〇
名
参
加
の
も
と
開
催

さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
伍
井
会
長
よ
り
、「
六

月
一
八
日
貸
金
業
法
の
改
正
が

完
全
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
問
題
は
、

二
〇
〇
七
年
か
ら
労

福
協
が
中
心
と
な
り

連
合
栃
木
・
加
盟
事

業
団
体
か
ら
多
く
の

署
名
を
集
め
て
い
た

だ
き
、
国
会
請
願
・

街
頭
演
説
会
な
ど
を

展
開
し
た
も
の
が

『
実
を
結
ん
だ
』
も

の
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
ま
だ
ま
だ
残

さ
れ
た
課
題
は
多
く

あ
り
ま
す
。

　

労
福
協
は
運
動
の

左
右
に
関
係
な
く
、

こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
会
員
皆
様
の
変
わ

ら
ぬ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
」と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

引
き
続
き
、
連
合
栃
木
・
青
木

会
長
、
栃
木
県
・
赤
羽
労
働
政

策
課
長
、
民
主
党
栃
木
県
連
・

簗
瀬
進
参
議
院
議
員
、
社
会
民

主
党
・
太
田
氏
か
ら
ご
来
賓
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

引
き
続
き
、
報
告
事
項
、
議

案
審
議
が
行
わ
れ
、
全
議
案
と

も
原
案
通
り
満
場
一
致
承
認
さ

れ
た
。

　

今
定
期
総
会
に
お
い
て
確

認
・
承
認
さ
れ
た
議
案
は
次
の

通
り
で
す
。報

告
事
項

　

第
一
号
議
案

二
〇
〇
九
年
度
一
般
経
過

報
告

会
計
報
告

会
計
監
査
報
告

　

第
二
号
議
案

二
〇
一
〇
年
度 

活
動
方
針
（
案
）

二
〇
一
〇
年
度 

予
算
（
案
）

二
〇
一
〇
年
度 

定
期
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
つ
い
て
満
場
一
致
承
認
さ
れ

た
。
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中
央
労
働
金
庫

第
一
〇
回
　
通
常
総
会

開
催
さ
れ
る

多
重
債
務
と
い
う
地
獄
に

お
ち
い
ら
な
い
た
め
に
！

　

中
央
労
働
金
庫
第
一
〇
回
通

常
総
会
は
、
二
〇
一
〇
年
六
月

二
十
四
日
午
後
一
時
よ
り
東

京
・
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、出
席
代
議
員
五
〇
六
名
、

多
数
の
来
賓
の
臨
席
の
も
と
で

開
催
さ
れ
、
全
議
案
と
も
原
案

通
り
確
認
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
次
通
常
総
会
に
お
い
て
確

認
・
承
認
さ
れ
た
主
な
議
案
は

次
の
通
り
で
す
。

◆
　
報
告
事
項

第
一　

二
〇
〇
七
―
二
〇
〇
九

年
度
事
業
活
動
報
告
。

第
二　

第
九
期
（
平
成
二
一
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
二

二
年
三
月
三
一
日
ま

で
）
業
務
報
告
、
貸
借

対
照
表
お
よ
び
損
益
計

算
書
の
報
告
。

◆
　
特
別
報
告
事
項

「
会
員
討
議
資
料
、
合
併
基

本
計
画
原
案
」
に
つ
い
て
。

　

会
員
討
議
の
中
で
い
た
だ

い
た
課
題
、
ご
意
見
・
ご
要

望
を
踏
ま
え
、「
日
本
労
金
」

設
立
に
向
け
て
詳
細
設
計
・

第
二
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
合
併

基
本
計
画
書
案
の
策
定
を
進

め
る
事
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

◆
　
第
一
号
議
案

　

第
九
期
剰
余
金
処
分
案
承

認
の
件
。

◆
　
第
二
号
議
案

二
〇
一
〇
年
度
事
業
計
画
設

定
の
件

「
二
〇
一
〇
年
度
事
業
計
画

は
外
部
環
境
を
踏
ま
え
つ

つ
、
業
態
統
一
課
題
の
動
向

に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
単
年
度
計
画
に
て
策
定

す
る
こ
と
と
し
、『
い
つ
ま

で
も
身
近
で
信
頼
さ
れ
る
生

活
応
援
バ
ン
ク
』
を
目
指
し

て
、
こ
れ
ま
で
会
員
・
推
進

機
構
と
共
に
培
っ
た
経
験
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
な
が

ら
、
各
種
経
営
課
題
を
着
実

に
遂
行
し
て
い
く
」
と
い
う

位
置
付
け
の
事
業
計
画
は
提

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
　
第
三
号
議
案

　

定
款
一
部
変
更
の
件

　

店
舗
の
移
転
に
あ
た
り
、

定
款
の
一
部
変
更
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

◆
　
第
四
号
議
案

　

役
員
選
任
の
件

　

役
員
の
変
更
が
あ
り
ま
し

た
。
新
し
い
役
員
体
制
に
つ

い
て
は
、以
下
の
通
り
で
す
。

○
　
常
勤
役
員
体
制

　
〔
理　

事
〕

理  

事  

長	

渡
邊　
　

信

�

代
表
理
事

事
務
理
事	

桺
田　

秀
一

�

代
表
理
事

常
務
理
事
兼

　

執
行
役
員	

山
口　

茂
記

		


森
本　
　

充

		


鈴
木　

一
郎

		


今
井　

邦
明

		


小
川　

英
一

	
	

　
東
京
都
本
部
長

		


吉
田　

正
和

		


　

神
奈
川
県
本
部
長

		


塚
田　
　

栄

		


　

茨
城
県
本
部
長

		


伍
井　

邦
夫

		


　

栃
木
県
本
部
長

		


小
泉  

津
都
武

		


　

千
葉
県
本
部
長

		


吉
沢　

邦
雄

		


　

埼
玉
県
本
部
長

		


大
橋　
　

豊

		


　

群
馬
県
本
部
長

		


田
中  

甲
子
男

		


　

山
梨
県
本
部
長

執
行
役
員	

石
井　
　

明

		


加
藤　

譲
司

		


清
水　
　

博

		


山
口　

淳
一

　
〔
監　

事
〕

常
勤
監
事	

福
田　

博
志

		


鳥
居　
　

正

監　
　

事	

亀
田　
　

卓

		


高
野  

冨
二
男

		


日
高　

英
彦

　
〔
選
任
理
事
〕

東　

京		

久
保　

秀
明

神
奈
川		

田
代　

治
雄

茨　

城		

篠
原　

克
行

群　

馬		

峯
岸　
　

一

　

参
加
さ
れ
た
代
議
員
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

多
重
債
務
に
お
ち
い
る
と
、

寝
て
も
さ
め
て
も
借
金
返
済
の

こ
と
ば
か
り
…
と
て
も
勉
強
や

仕
事
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ヤ
ミ
金
の
誘
い
も
激
し
く

な
り
ま
す
。
改
正
貸
金
業
法
の

完
全
施
行
で
多
重
債
務
者
へ

の
「
貸
し
渋
り
」「
貸
し
は
が

し
」
が
始
ま
り
、
新
た
な
借
金

も
で
き
ず
生
活
に
困
る
「
借
金

難
民
」
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
本
人
の
覚
悟
と
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
れ
ば
、

借
金
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。

　
借
金
の
た
め
の
借
金
？

ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！

　

最
初
の
う
ち
は
借
入
も
少
額

で
、
返
済
も
確
実
に
で
き
た
の

に
、
安
易
な
利
用
や
収
入
減
な

ど
予
期
し
な
い
事
態
で
返
済
の

た
め
の
借
金
を
重
ね
て
し
ま

う
。
消
費
者
金
融
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
は
高
金
利

と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
ま

ま
、
あ
る
い
は
知
っ
て
い
て
も

止
む
に
止
ま
れ
ず
利
用
し
て
き

た
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

複
数
の
業
者
か
ら
借
入
れ
を
重

ね
る
と
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
借

金
は
雪
だ
る
ま
式
に
増
え
て
し

ま
い
ま
す
。
他
人
事
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
誰
で
も
多
重
債
務
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　
二
百
十
万
人
は
ど
こ
へ
行

く
？

　

〇
八
年
十
月
現
在
、
消
費
者

金
融
（
サ
ラ
金
等
）
の
利
用
者

は
千
百
万
人
以
上
、
う
ち
半
数

以
上
の
人
は
複
数
の
消
費
者
金

融
を
利
用
し
、
五
件
以
上
利
用

し
て
い
る
人
は
約
百
万
人
、
返

済
が
三
カ
月
以
上
滞
っ
て
い
る

人
は
約
二
百
十
万
人
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

改
正
貸
金
業
法
が
完
全
施
行

さ
れ
、
年
収
の
三
分
の
一
を
超

え
る
借
金
は
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
約
二
百
十
万

人
の
多
重
債
務
者
は
借
金
す
る

ア
テ
が
無
く
な
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。ヤ
ミ
金
に
走
れ
ば「
永

久
地
獄
」
が
待
つ
ば
か
り
。
こ

こ
は
や
は
り
正
面
か
ら
解
決
す

る
し
か
な
い
の
で
す
。

住宅ローン借換キャンペーン9月末まで延長
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保
障
設
計
の
基
礎
知
識

働
く
人
の
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
と
ち
ぎ

全
労
済
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た

こ
く
み
ん
共
済
の
掛
金
振
替

口
座
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
い
き
い
き
応
援
が

一周
年
を
迎
え
ま
し
た
　

〜
自
動
車
補
償
・
基
本
補
償
編
①
〜

対
人
賠
償
・
対
物
賠
償

無
事
故
を
続
け
る
と
大
変
お
ト
ク
！
　

第
四
回
定
期
総
会

　

自
動
車
保
険
に
は
、『
無
事

故
割
引
等
級
』
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
無
事
故

が
続
け
ば
割
引
率
が
上
が
っ
て

い
く
契
約
者
に
と
っ
て
は
非
常

に
う
れ
し
い
仕
組
み
で
す
。

　

初
め
て
契
約
す
る
場
合
に
は

六
等
級
か
ら
始
ま
り
、
一
年
間

無
事
故
だ
と
一
等
級
加
算
、
保

険
（
共
済
）
事
故
が
起
こ
る
と

三
等
級
減
算
と
い
う
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
事
故
に
あ
っ

た
際
は
、
こ
の
割
引
等
級
の
減

算
も
考
慮
に
入
れ
て
、保
険（
共

済
）
を
利
用
す
る
か
ど
う
か
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
た

だ
し
、
事
故
の
相
談
・
受
付
だ

け
で
あ
れ
ば
無
料
な
の
で
、
事

故
の
際
は
必
ず
保
険
会
社
（
共

済
団
体
）
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。）

　

ま
た
、こ
の
無
事
故
等
級
は
、

他
保
険
（
共
済
）
に
切
り
替
え

る
際
に
も
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
今
の
自
動
車
保

　

対
人
賠
償
と
対
物
賠
償
は
、

そ
の
名
前
の
と
お
り
、『
相
手

方
』
へ
の
『
賠
償
』
を
目
的
と

し
た
補
償
で
す
。
ご
自
身
の
け

が
や
、
ご
自
身
の
車
の
補
償
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
含
ま
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
か
、「
保
険

料
を
安
く
し
た
い
」
と
相
談
に

来
ら
れ
る
お
客
様
の
中
に
は
、

対
物
賠
償
を
低
め
に
設
定
さ
れ

る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
が
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
動
車
補

償
に
お
い
て
、
万
一
の
際
の
お

支
払
額
が
も
っ
と
も
高
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
の
が
対
人
賠
償

と
対
物
賠
償
で
す
。
過
去
の
判

例
を
見
て
み
る
と
、
対
人
賠
償

の
最
高
支
払
い
額
は
約
三
億

円
。
自
動
車
事
故
で
相
手
方
を

死
亡
や
後
遺
障
害
に
至
ら
し
め

た
場
合
に
つ
い
て
は
、
最
低
で

も
一
億
円
、
平
均
し
て
二
億
円

程
度
の
支
払
い
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
対
物
賠
償
に
つ

い
て
も
、
二
億
円
を
超
え
る
支

払
い
判
決
が
出
た
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
近
年
増
え
る
、
ア
ク

セ
ル
の
踏
み
間
違
え
等
を
原
因

と
す
る
店
舗
へ
の
飛
び
込
み
も

非
常
に
高
額
な
損
害
賠
償
請
求

事
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
自
動
車
購
入
時
に
契

約
す
る
『
自
賠
責
保
険
』
に
お

け
る
相
手
方
へ
の
補
償
内
容
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

自
賠
責
保
険
で
補
償
さ
れ
る

『
対
人
賠
償
』
は
、
被
害
者
が

亡
く
な
ら
れ
た
際
は
、
最
大
三

千
万
円
、
後
遺
障
害
が
残
っ
た

場
合
は
四
千
万
円
で
す
。ま
た
、

自
賠
責
保
険
に
『
対
物
賠
償
』

は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
万

一
の
際
に
は
、
こ
の
差
額
が
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
賠
責
保
険

は
、
被
害
者
救
済
の
た
め
の
最

低
限
の
補
償
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
必
ず
し
も
充
分
な
補
償
内

容
と
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

対
人
賠
償
・
対
物
賠
償
は
と
も

に
『
無
制
限
』
で
備
え
る
こ
と

が
マ
イ
カ
ー
利
用
者
の
マ
ナ
ー

で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

険
（
共
済
）
の
等
級
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
、
ぜ
ひ
、
全
労
済
で
お

見
積
も
り
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
よ
り
見

や
す
く
、
よ
り
使
い
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
い
た
し
ま
し
た
。

　

全
労
済
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
訪
れ
た

お
客
さ
ま
の
ご
要
望
に
合
わ
せ

て
お
探
し
の
情
報
に
す
ぐ
た
ど

り
着
け
る
よ
う
、「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
共

済
シ
ョ
ッ
プ
」
を
新
設
し
、
ま

た
、「
共
済
商
品
を
お
探
し
の

皆
さ
ま
へ
」「
ご
契
約
者
（
組

合
員
）
の
皆
さ
ま
へ
」「
全
労

済
に
つ
い
て
」
の
各
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
掲
載
し
て
い
る
主
要

ペ
ー
ジ
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
閲
覧

い
た
だ
け
る
よ
う
、
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
の
目
立
つ
位
置
に
主
要

ペ
ー
ジ
へ
の
導
線
を
設
置
い
た

し
ま
し
た
。

　

栃
木
県
本
部
ペ
ー
ジ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
各
共
済
シ
ョ
ッ
プ

の
外
観
や
店
内
の
様
子
等
の
写

真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
窓
口
に
い
つ
で
も
お
気
軽

に
お
越
し
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
想
い
か
ら
、
各
窓
口
の
案
内

を
目
立
つ
位
置
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

全
労
済
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
こ
く
み
ん
共
済
・
火
災
共

済
の
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

（
封
筒
付
）
や
、
マ
イ
カ
ー
共

済
の
掛
金
見
積
も
り
な
ど
が
で

き
ま
す
。

　
「
こ
く
み
ん
共
済
」
に
ご
加

入
い
た
だ
き
、
各
労
働
金
庫
に

て
共
済
掛
金
の
口
座
振
替
を
ご

利
用
に
な
ら
れ
て
い
る
場
合
、

こ
れ
ま
で
、
栃
木
県
に
お
住
ま

い
の
方
に
つ
い
て
は
、
中
央
労

働
金
庫
以
外
の
労
働
金
庫
を
指

定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
の
度
、
二
〇
一
〇
年
六
月

一
日
よ
り
、
お
客
様
の
ご
希
望

さ
れ
る
全
国
の
ど
の
労
働
金
庫

に
お
い
て
も
、
口
座
振
替
が

可
能
と

な
り
ま

し
た
の

で
お
知

ら
せ
い

た
し
ま

す
。
な

　

個
人
長
期
生
命
共
済
引
受
緩

和
型
更
新
プ
ラ
ン
『
い
き
い
き

応
援
』
が
発
売
さ
れ
て
か
ら
一

年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
ぜ
ん

息
・
胃
潰
瘍
な
ど
で
治
療
を
受

け
て
い
る
方
で
も
、
引
受
基
準

の
緩
和
に
よ
り
、
簡
単
な
告
知

で
加
入
が
で
き
る
い
き
い
き
応

援
は
、
こ
の
一
年
の
間
に
、
栃

木
県
内
で
一
一
五
人
の
方
に
ご

加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

健
康
に
不
安
の
あ
る
方
で

も
、『
イ
ザ
』
と
い
う
時
の
保

障
は
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
あ
き
ら
め
る
前
に
、
い
き

い
き
応
援
の
告
知
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、万
一
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

お
、
同
年
四
月
よ
り
、
口
座
振

替
表
示
名
が「
こ
く
み
ん
共
済
」

か
ら
「
全
労
済
」
に
変
わ
っ
て

お
り
ま

す
の
で
、

あ
わ
せ

て
お
知

ら
せ
を

い
た
し

ま
す
。

　

働
く
人
の
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
と
ち
ぎ
第
四
回
定
期
総
会

が
六
月
九
日
栃
木
県
労
働
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
七
Ｆ
会
議
室
に
お

い
て
代
議
員
二
二
名
参
加
の
も

と
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
森
田
理
事

長
か
ら
、「
全
国
に
先
駆
け
栃

木
県
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
二
〇
〇
七
年
四
月

に
『
働
く
人
の
生
活
相
談
セ

ン
タ
ー
と
ち
ぎ
』
を
開
設
し
、

六
月
に
は
実
行
部
隊
と
も
言

う
『
働
く
人
の
生
活
相
談
セ
ン

タ
ー
と
ち
ぎ
下
都
賀
支
部
』
を

開
設
し
、
具
体
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

相
談
件
数
も
徐
々
に
増
え
て
き

て
お
り
ま
す
。
今
年
に
な
っ

て
、『
那
須
支
部
』・『
宇
河
支

部
』
を
連
合
栃
木
地
協
・
中
央

労
働
金
庫
・
全
労
済
の
協
力
を

得
て
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
の
一
二
月
ま
で
に

『
な
ん
た
い
』『
わ
た
ら
せ
』『
芳

賀
』
支
部
の
開
設
に
向
け
事
務

局
一
段
と
な
っ
て
取
り
組
み
を

進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
連
合
栃
木
各
地

協
・
関
係
団
体
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
併
せ
て
、

相
談
員
の
確
保
に
向
け
た
ご
協

力
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
ご
来
賓
と

し
て
、
栃
木
県
労
働
者
福
祉
協

議
会
・
伍
井
邦
夫
会
長
、
連
合

栃
木
・
青
木
義
明
会
長
の
激
励

の
ご
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
九
年
度
の

一
般
経
過
報
告
な
ら
び
に
会
計

報
告
、
監
査
報
告
が
提
起
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。
引
き
続
き
二
〇

一
〇
年
度
活
動
方
針
、
予
算

（
案
）
が
提
起
さ
れ
代
議
員
の

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
終
了
し

た
。



栃木県労働者福祉団体統一機関紙 栃木県労働者福祉団体統一機関紙(7) (6)

福
祉
セ
ン
タ
ー

※詳しくはパンフレット（契約概要）をご覧下さい。

〒320-0964 宇都宮市駅前通り1-3-1フミックスSTMビル

アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）
宇都宮支社　TEL028-623-0192

〒320-0052 宇都宮市中戸祭町 821　県労福センター 6F

栃木ファミリー（栃木労生協　保険部）
フリーダイヤル　0120-839-816

（引受保険会社） （お問い合わせ先・募集代理店）「生きる」を創る。

医療保障の備えは万全ですか？
【主契約】
がんの保障

【特約】
がん以外の病気・ケガの保障

【特約】
女性の上乗せ保障

プラス プラス

第
四
十
五
回
通
常
総
会
終
了

山田理事長あいさつ

英
会
話
・
書
道
・
手
話

絵
手
紙
・
水
彩
画

お
問
い
合
せ
先　
福
祉
セ
ン
タ
ー

０
２
８（
６
２
１
）４
０
４
０

と
ち
ぎ
コ
ー
プ
が
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
企
業
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

栃
木
労
生
協
第
四
五
回
総
代
会

　

五
月
二
八
日
（
金
）
宇
都
宮

市
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

午
後
三
時
三
〇
分
よ
り
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
鎌
柄
理
事
の
司

会
に
よ
り
開
会
、
議
長
選
出
、

資
格
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
総

代
数
一
四
〇
名
、出
席
三
二
名
、

委
任
七
一
名
と
過
半
数
に
達
し

た
の
で
総
代
会
が
成
立
し
た
こ

と
を
報
告
、
議
長
に
清
水
康
雄

（
自
治
労
県
本
部
）
総
代
を
選

出
、
書
記
、
議
事
録
署
名
人
を

指
名
の
後
、
伊
藤
理
事
長
よ
り

総
代
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
総
代
の
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
損
失

金
を
出
し
て
し
ま
っ
た
事
へ
の

お
詫
び
の
挨
拶
の
後
、
刀
川
事

務
局
長
よ
り

　

第
一
号
議
案　

二
〇
〇
九
年

度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、

損
失
金
処
理
案
を
提
案
、
小
古

山
監
事
の
監
査
報
告
を
経
て
、

質
疑
応
答
の
後
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
号
議
案
二
〇
一
〇
年
度

事
業
計
画
に
つ
い
て
提
案
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
三
号
議
案
役
員
選
任
に
つ

い
て

選
考
委
員
長
の
渡
辺
理
事
よ

り
、
本
日
の
総
代
会
を
も
っ

て
、
全
役
員
が
任
期
満
了
と
な

る
為
、
理
事
・
監
事
の
選
任
を

提
案
、
総
代
の
挙
手
に
よ
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
を
代

表
し
て
伊
藤
理
事
よ
り
栃
木
労

生
協
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境

ま
た
、
経
済
状
況
を
乗
り
切
る

旨
の
決
意
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

鎌
柄
理
事
の
閉
会
の
挨
拶
で
無

事
総
代
会
が
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

二
〇
〇
九
年
度
目
標

�

三
七
四
、
〇
〇
〇
千
円

�

実
績 

二
六
五
、
四
四
五
千
円

二
〇
一
〇
年
度
目
標

�

二
九
四
、
〇
〇
〇
千
円

（
物
資
二
四
、
〇
〇
〇
千
円
石

油
製
品
二
七
〇
、〇
〇
〇
千
円
）

長
引
く
不
況
の
中
、
思
う
様
な

供
給
高
に
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
何
と
か
一
般
商
品
の
供
給

を
上
げ
、
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
ド
利

用
率
、
家
族
カ
ー
ド
の
発
行
な

ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
役
職
員
一
同
二
〇
一
〇
年

度
目
標
達
成
の
為
に
一
丸
と
な

り
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
組

合
員
の
皆
様
、
関
係
者
各
位
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

新
役
員

理　

事

伊
藤
大
右�（
全
国
一
般
栃
木
地
方
本
部
）

渡
辺
雅
紀�

（
自
治
労
栃
木
県
本
部
）

鎌
柄
克
美�

（
栃
木
県
生
協
連
）

野
沢
光
弘�（
全
た
ば
こ
栃
木
県
協
議
会
）

大
根
田
誠�（
県
私
鉄
東
野
交
通
労
組
）

阿
久
津
一
博�（
全
農
林
栃
木
県
対
策
委
員
会
）

小
松
清�（
栃
木
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
）

亀
田
卓�（
情
報
労
連
栃
木
県
協
議
会
）

野
中
保
志�（
県
私
鉄
東
武
鉄
道
春
日
部
支
部
）

青
木
功�

（
自
治
労
栃
木
県
本
部
）

相
田
美
由
紀�（
Ｊ
Ｐ
労
組
栃
木
県
協
議
会
）

神
山
政
一�（
全
国
一
般
栃
木
地
方
本
部
）

川
中
子
伸
之�（
県
私
鉄
関
東
自
動
車
労
組
）

齋
藤
幸
博�（
古
河
労
組
日
光
地
区
支
部
）

刀
川
京
子�
（
員　

外
）

監　

事

早
川
一
夫�

（
自
治
労
栃
木
県
本
部
）

鈴
木
勉�

（
全
林
野
労
組
県
連
絡
会
）

小
古
山
稔�（
中
央
労
働
金
庫
栃
木
県
本
部
）

　

去
る
、
五
月
二
十
八
日　

午

後
二
時
三
十
分
よ
り
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
於
い
て
第
四
十
五
回
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
﨑
理
事
が
司
会
と
な
り
開

会
を
宣
言
。

資
格
審
査
、
議
長
選
出
、
書
記

任
命
、
議
事
録
署
名
人
指
名
と

進
み
理
事
長
が
次
の
よ
う
な
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

　
「
常
日
頃
、
当
セ
ン
タ
ー
に

対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
総
会
は
、
新
公
益
法
人
制

度
改
革
に
伴
い
「
公
益
社
団
法

人
」
ま
た
は
「
一
般
社
団
人
」

の
い
ず
れ
を
選
択
す
る
か
、
そ

の
決
定
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

重
要
な
総
会
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
間
、
相
当
な
労
力
と
時
間

を
か
け
な
が
ら
検
討
を
加
え
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

「
一
般
社
団
法
人
」
を
選
択
、

認
可
申
請
の
手
続
き
に
着
手
し

て
い
く
こ
と
に
し
た
い
と
考
え

ま
す
。
こ
う
し
た
判
断
に
至
っ

た
主
な
理
由
は
、
公
益
社
団
法

人
の
認
定
条
件
の
ハ
ー
ド
ル
が

あ
ま
り
に
も
高
い
た
め
、
認
定

は
困
難
で
、
し
か
も
今
後
の
事

業
活
動
が
制
限
さ
れ
る
と
い
う

点
に
あ
り
ま
す
。

　

来
年
は
、
セ
ン
タ
ー
が
設
立

四
十
年
を
迎
え
ま
す
。

福
祉
運
動
の
殿
堂
に
ふ
さ
わ
し

い
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
新
法

人
移
行
に
係
わ
っ
て
そ
の
内
容

も
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
当
面
は
「
一
般

社
団
法
人
」
の
認
可
申
請
に
全

力
を
挙
げ
、
移
行
認
可
登
記
が

完
了
し
た
後
、
本
格
的
な
検
討

作
業
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。」

　

引
き
続
き
、
次
の
議
案
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

第
一
号
議
案　

二
〇
〇
九
年

度
（
平
成
二
十
一
年
度
）
事
業

及
び
決
算
報
告

　

第
二
号
議
案　

二
〇
一
〇
年

度
（
平
成
二
十
二
年
度
）
事
業

計
画
及
び
予
算
案

　

第
三
号
議
案　

登
記
す
る
資

産
総
額
の
決
定
に
つ
い
て

　

第
四
号
議
案　

役
員
補
選
に

つ
い
て

　

第
五
号
議
案　

定
款
変
更
の

案
に
つ
い
て

　

そ
れ
ぞ
れ
慎
重
審
議
が
さ
れ

全
て
満
場
一
致
の
賛
同
を
い
た

だ
き
無
事
閉
会
い
た
し
ま
し

た
。

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

開
講
中
！

と
ち
ぎ
コ
ー
プ

　

と
ち
ぎ
コ
ー
プ
生
活
協
同
組

合
は
、
二
〇
〇
七
年
四
月
一
日

～
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
の

期
間
、「
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
Ⅱ
期
」
に
取
り
組
み
、

男
性
職
員
の
出
産
休
暇
の
一
〇

〇
％
取
得
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
の

実
施
な
ど
の
目
標
を
達
成
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
二
〇
一
〇

年
五
月
一
二
日
に
栃
木
労
働
局

か
ら「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
」

と
し
て
認
定
通
知
書
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
栃
木
県
内
企
業
に

お
い
て
は
、
五
番
目
の
認
定
に

な
り
ま
す
。

■
昨
年
一
二
月
に
育
児
休
暇
を

五
日
間
取
っ
た
デ
リ
宅
配
セ
ン

タ
ー
の
Ｄ
・
Ｉ
さ
ん
の
感
想
で

す
。

「
育
児
休
暇
で
、
昼
間
も
子
供

と
ず
っ
と
一
緒
に
い
ら
れ
て
、

普
段
で
き
な
か
っ
た
子
供
と
遊

ぶ
事
が
ゆ
っ
く
り
出
来
ま
し

た
。
子
供
と
近
所
を
散
歩
し

て
、
平
日
な
の
で
、
近
所
の
奥

さ
ん
と
も
ふ
れ
合
い
、
話
し
の

流
れ
で
育
休
の
話
し
に
な
り
、

『
う
ち
の
夫
の
会
社
で
は
な
い

の
よ
。
い
い
わ
ね
ー
』
な
ん
て

話
に
も
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も

は
、
妻
が
一
人
で
昼
も
子
供
二

人
を
み
て
い
る
の
で
、
そ
の
大

変
さ
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。

子
供
は
毎
日
夜
泣
き
を
す
る
の

で
、
妻
は
睡
眠
不
足
で
、
昼
間

も
自
分
の
時
間
は
持
て
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
私
が
昼
間
に
子
供

を
見
て
い
た
の
で
、
半
日
く
ら

い
は
ゆ
っ
く
り
と
さ
せ
て
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。
育
休
の
お
か
げ

で
、
家
族
の
昼
間
の
様
子
が
良

く
分
か
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
。」

（
サ
ポ
ー
ト
企
業
を
証
す
る

マ
ー
ク
「
く
る
み
ん
」
で
す
）



栃木県労働者福祉団体統一機関紙 (8)

大きな社会問題となった多重債務問題の改善を図ることを目的に
『6月18日』より
完全施行貸金業法が大きく変わります。

改正資金業法（概要等）について
今回、改正内容についてQ＆Aで紹介いたします。

Ｑ．なぜ資金業法が改正されるのですか？
Ａ．多重債務が社会問題化される中、適正な貸金市場の形成の為に改正されます。
	 （借り過ぎ、貸し過ぎを防ぐ）
Ｑ．貸金業法の対象となる貸金業者は？
Ａ．消費者金融・クレジット会社等（貸金業者として登録）で、銀行・信用金庫・労働金庫等は対象外。
Ｑ．対象となる消費者金融等の利用者数は？
Ａ．金融庁は利用者（日本信用情報機構登録情報より）を 376 万人（2009 年 12 月末）と公表し

ており、うち組織労働者の利用者を推定する（雇用者割合 50.6％組合組織率 18.5％にて推定）
と、139 万人の推定利用者が今後影響を受ける可能性があります。

Ｑ．主な改正内容は？
Ａ．①総量規制の導入！②上限金利の引下げ！③参入規制の強化！です。
	 参考
　①総量規制とは
	 消費者金融やクレジット会社など貸金業者からの借入総額は年収の 3 分の 1 以下に制限
	 （銀行・信用金庫・労働金庫は対象外）
　②上限金利の引下げ（借入金利）
	 現行の 29.2％の上限金利は 20％に引き下げ。6 月 17 日以前の借入契約は 20％超でも有効

だが 18 日以降の借入分については既存契約に基づくものでも 20％以下の金利が適用される。
中央ろうきん栃木県地区では、借り換えローンの取り組みを実施しております。

詳しくは、栃木県労福協会員である最寄のろうきんにご相談してみてはいかがでしょうか。

＜ろうきん＞で借換をしませんか？


